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京都市立松原中学校

文責 笠原光徳

「2月は逃げる、3月は去る」と言われるように、2月があっという間に過ぎ、3月に入ります。令和５

年度も残すところ、あと1ヶ月です。

3年生は15日に卒業式を迎え、それぞれの進路先に向かう準備期間となります。新ステージでスムー

ズに進めるようにしっかり準備してほしいと思います。がんばってください

1・2年生は、４月からそれぞれ学校での役割が変わってきます。2年生は最高学年となり、学校を引

っ張っていく立場になります。今までの先輩に続き、後輩の良き見本となり、あこがれの存在になって

ほしいと思います。1年生は2年生となり、３年生にしっかりついていくと共に、新入生という後輩がで

きるので、優しく面倒をみてやって欲しいと思います。 そしてみんなで協力し、楽しく過ごせる学校

を作っていきましょう。

【３月の予定】

日 曜 行 事 等 日 曜 行 事 等

１ 金 SC相談日、ALT来校日 17 日

２ 土 18 月 公立中期合格発表

３ 日 19 火 修了式

４ 月 20 水 春分の日

５ 火 評議専門委員会（1，2年） 21 木 ↓春休み

６ 水 3年5限公立中期選抜前日指導 22 金

７ 木 公立中期選抜／キッズパーク 23 土

８ 金 SC相談日／預り金振替日 24 日

９ 土 25 月 教職員の異動のHP掲載

10 日 26 火

11 月 27 水

12 火 28 木 離任式10：30

13 水 ALT来校日 29 金

14 木 卒業式予行／前日準備／ALT来校日 30 土

15 金 卒業証書授与式 31 日

16 土

【４月の主な予定】

８日（月）着任式・始業式 １５日（月）眼科検診

９日（火）入学式 １８日（木）全国学力・学習状況調査（３年）

１０日（水）新入生歓迎会 ２２日（月）教育課程・修学旅行説明会

１１日（木）ジョイントプログラム（１年） ２４日（水）認証式・評議専門員会

１２日（金）学級役員選挙（2・3年） ２５日（木）避難訓練・家庭訪問（１年）～5/1

２者懇談（２，３年）～5/2
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【12月生徒アンケートより】 ※ホームページに表が載せています。

①「学校に行くのが楽しい。」結果：「そう思う」、「だいたいそう思う」（7月）90.3％→（12月）89.6％

「松原中学校の教育活動に満足している。」結果：94.1％→92.0％

●７月時より、少し下がっているが、それでも約9割の生徒が楽しいとの回答である。

３年生の学習状況調査でも9割が楽しいと答えており、この結果は全市の学校でも上位に位置する。100％を目指して

いきたい。

②「どの授業も、真剣に取り組めている。」 ※92.9％→94.5％

●94.5％は過去3年間で最高の値。真剣に取り組めている自覚は今後の学力の伸びにつながると思う。大いに期待したい。

③「学校には学習でつまずいた時、補習などを受ける機会がある。」 ※72％→65.3％

●平日は部活動の指導もあり、補習の時間等を設定することが難しく、試験1週間前の部活停止期間中に学習会を設ける

のが精一杯である。ぜひ、この時に参加して欲しい。また、質問があれば個別で教科の先生に質問に行くようにしよ

う。

④「松原中学校には、授業などに、グループ活動などの生徒主体の学習活動がある。」※98.9％→96.5％

「自分たちによる学級活動や生徒会活動などの自治活動が行われている。」※95.1％→97.0％

●学校教育目標の「他の人との協働と自ら考え行動できる」取組の質問である。これからの生活に必要な力なので、自

分自身で考え、仲間と積極的に関わり、さらに能力を伸ばしていこう。

⑤「私は、あいさつ・時間厳守・環境美化などの社会マナーが身についてきている。」※97.3％→96.0％

「声を出して、あいさつをしている。」※95.7％→94.0％

｛私は、社会や学校のルールをしっかり守れている。｝※96.8％→97.5％

●あいさつは人間社会でとても大切だ。ここ数年、朝の校門や廊下のすれ違いの時に挨拶できる生徒が増えていると実

感している。とても嬉しいことだ。しかし、ぎりぎり登校が増えているようにも感じる。ぜひ時間に余裕を持った行

動ができるようになってほしい。今、登校時間や集合時間、提出期限など遅れがちな人は、自分で自分を変える強い

意志が必要だと思う。ルールを守ることについては、社会人として必要不可欠だと思う。

⑥「学校は「いじめ」をなくすことに取り組んでいる。」※91.9％→91.5％

「学校生活を通じて人権や平和について学べたことがたくさんある。」※95.7％→92.5％

「学校は、自分たちの行動に問題があれば，適切に対応している。」※95.7％→94.0％

●学校は「いじめ」をなくしたいと思っている。しかし人生経験の少ない人は、時として、自覚せずに人を傷つけるこ

とがある。学校では「こういうことが良くない、こう考えることもできる」と、人権学習や平和学習を通して、知識

獲得と共に考える場を設けている。また、トラブルがあった時にみんなで解決する間にいろいろ学べることもあると

思う。あらゆる機会に人間関係を学んで欲しい。

⑦目指す生徒像関連

・「自分で判断ができ、行動に移せる生徒になれましたか」 ※86.9％→85.0%

・「自分の考えを相手に伝えることができる生徒になれましたか」 ※87.5％→84.1 ％

・「相手の考えをしっかり聞き、折り合いをつけることができる生徒になれましたか」 ※91.3％→91.5％

・「他の人を大切にできる生徒になれましたか」 ※95.7％→95.5％

・「目標を達成するために、仲間と協働できる生徒になれましたか」 ※93.5％→92.0％

・「夢や希望を持ち、実現に向けて努力できる生徒になれましたか」 ※85.9％→87.1％

・「学びを深めるためにICTを活用できる生徒になれましたか」 ※87.5％→91.5％


